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都市再生整備計画　事後評価シート
石和温泉駅周辺地区

平成２９年３月

山梨県笛吹市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 74ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

基幹事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし ○

あり

なし ○

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

○

○

提案事業

市単独費で対応することとしたため事業を削除

地域創造支援事業として実施する観光施設整備に事業を変更した
ため削除

目標を定量化する指標「駅北側の駅利用率の増加」に影響があ
るが、目標値は据え置いた

事業活用調査（[仮称]観光情報施設活用調査検討）

地域創造支援事業（防犯カメラ設置） 犯罪の予防を目的として事業を追加
目標を定量化する指標「世帯数増加率」及び「駅北側の駅利用率
の増加」に影響があるが、目標値は据え置いた

地域生活基盤施設（北口駐車場、北口自転車置き場）

道路（市道1537号線、市道1595号線（駅舎建替補償費含む）、下水道、地域生活基盤施設（北口駐車場、北口自転車置き場、案内サイン）、高質空間形成施設（公衆トイレ）、高次都市施設（観光案内所）

平成22年度～平成26年度 平成28年度事後評価実施時期

山梨県 市町村名 笛吹市

当初計画
から

削除した
事業 提案事業

2,785

平成22年度～平成26年度

変更なし

3,117百万円

石和温泉駅周辺地区

交付対象事業費 国費率

地区名

事業名

都市再生整備計画に記載し、実施できた

今後の対応方針等実施状況

フォローアップ
予定時期

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

数　　値

利用者の意見交換会等を開催し、より利用しやすい施設に改善を行う。
供用開始後の地元意見を聞き取り、フォローアップし、今後の改善や次事
業への反映を図る。

モニタリング －

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

ユニバーサルデザインおよび障害者視点による施設意見交換会の実施
近隣住民に対する住民説明会の実施
周辺地域「地域審議会」への付議

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

交付期間
の変更

地域創造支援事業（石和温泉駅舎橋上化）、事業活用調査（事業効果分析調査、[仮称]サイン計画調査検討、[仮称]観光情報施設活用調査検討）

新たに追加し
た事業

地域生活基盤施設（防災備蓄倉庫）

地域創造支援事業（観光施設整備）

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

目標を定量化する指標「世帯数増加率」に影響があるが、目標値
は据え置いた

事業活用調査（[仮称]サイン計画調査検討）

地区の生活環境の充実のため事業を追加

 ５）実施過程の評価

駅のバリアフリー化により、他の駅を利用していた身障者の方が石和温泉駅を利用するようになった。

実施内容

「バラ」の普及活動、協働による維持活動を継続する。
「大蔵経寺山」の活用により、北口の活性化を図っていく。
美化・清掃活動により活力を創出していく。また、市民と協働でより暮らし
やすいきれいな駅周辺の整備を図っていく。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

笛吹ローズクラブによる駅南口広場のバラ植栽維持活動
大蔵経寺山を利用したトレイルラン大会の実施
地元高校生による植栽・清掃活動の実施

1,133 H25 －
駅北口周辺の整備により利便性や施設の
魅力が向上し、利用者数が約3倍に増加し
ている。

3,515

指標２

指標1

その他の
数値指標2

大蔵経寺山の登山者数

人／年

指標４

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標

その他の
数値指標3

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

子育て支援センターきっず
いさわの利用人数

H26

H26

従前値

H30.4

H30.4

×14.7 H20 16

基盤整備等により地区の魅力は高まってお
り、地区の世帯数は増加傾向にあるが、農
地の土地利用転換が急速に進むところま
では効果が出ていない。

路線バスやホテルの送迎バスが南口に集
中しているため北口の利用が低調で、目標
を達成していない。

1年以内の
達成見込み

既存の観光資源を活用したふれあい空間を創出するため事業を追
加

目標
達成度

△2.8

目標値

目標値

世帯数増加率 ％ 0 H21

％

11

駅北側の駅利用率の増加

指　標

影響なし

従前値 数　　値

－

効果発現要因
（総合所見）

8.6

フォローアップ
予定時期

目標を定量化する指標「駅北側の駅利用率の増加」に影響があ
るが、目標値は据え置いた

 １）事業の実施状況

市道1537号線の一部として整備するものとし、削除

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

影響なし

駅周辺の整備により利便性が向上し、乗車
人員が約8%増加している。指標２で目標と
していた1.3%の増加を大きく上回っている。

－
その他の
数値指標1

石和温泉駅の乗車人員 人／日 2,590 H21

登山道・トレッキングコースが整備され、トレ
イルランニングも開催されるようになり、登
山者数が2倍以上の増加した。

－人／年 360 H21 742



様式２－２　地区の概要

単位：％ 0 H21 11 H26 2.8 H26

単位：％ 14.7 H20 16 H26 8.6 H28

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・既存の南口駅前広場の機能向上を図り、駅の利便性を向上させる。
・駅前への交番の設置により、安心安全なまちづくりを推進する。
・駅周辺の水辺空間を活用したまちづくりを推進し、地域の魅力向上を図る。
・駅と各地域を結ぶ公共交通機関について、利便性の向上に向けた再編や新たなシステムの検討を図り、鉄道利用率の向上を図る。
・潜在化している資源周辺の整備、サイン整備、周遊ルートの整備、ＰＲなどにより、地域資源のまちづくりへの活用を図る。
・路線バス、駅北側のホテルの送迎バス、スクールバスの北口乗り入れの要請し、自家用車での送迎の北口利用のＰＲなどにより、北口の利用率の向上を図る。

まちの課題の変化

・市内の各地域と駅とを結ぶ公共交通（バス等）が脆弱で、駅と各地域を結ぶ交通機能が十分でない。
・南口に利用者が偏っており、北口の利用率が低い。
・潜在化している地域資源がまだ多数あるため、資源の掘り起こしに取り組み、まちづくりに活用していく必要がある。

目標値 評価値

石和温泉駅周辺地区（山梨県笛吹市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

駅北側の駅利用率の増加

世帯数増加率
大目標：笛吹市の顔としてふさわしい交通拠点の形成と地域資源を活かした魅力あるまちづくり
目標１：交通結節拠点としての機能を高め快適で暮らしやすい都市空間の形成
目標２：地域固有の観光・歴史文化資源の活用による賑わいとふれあいの創出



（１）成果の評価
　　添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

　　添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（完成状況）

　　添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

　　添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）により計測される効果発現の計測

　　添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

（２）実施過程の評価
　　添付様式３－①　モニタリングの実施状況

　　添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

　　添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

（３）効果発現要因の整理
　　添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

　　添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

　　添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

（４）今後のまちづくり方策の作成
　　添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

　　添付様式５－②　まちの課題の変化

　　添付様式５－③　今後のまちづくり方策

　　添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見

　　添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

　　添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方

　　添付様式６－参考記述　今後、都市再生整備計画事業の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）

（５）事後評価原案の公表
　　添付様式７　　事後評価原案の公表

（６）評価委員会の審議
　　添付様式８　　評価委員会の審議

（７）有識者からの意見聴取
　　添付様式９　　有識者からの意見聴取

都市再生整備計画　事後評価シート
（添付書類）



添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

あり なし

●

●

●

●

（１） 成果の評価

変更
変更前 変更後 変更理由

Ａ．まちづくりの目標

Ｂ．目標を定量化する指標

Ｃ．目標値

Ｄ．その他（　　　　　　　　　　　　　）



添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

道路 864 563
実施設計の確定による規模の変更
と事業費の減額

○

道路 443 2,245
実施設計の確定による規模の変
更、駅舎建替補償費の追加による
事業費の増額

○

公園

河川

下水道 332 91
実施設計の確定による規模の変更
と事業費の減額

○

駐車場有効利
用システム

地域生活基盤
施設

62 -
市道1537号線の一部として整備す
るものとし、削除

－

地域生活基盤
施設

65 -
市道1537号線の一部として整備す
るものとし、削除

－

地域生活基盤
施設

- 50
地区の生活環境の充実のため事業
を追加

○

地域生活基盤
施設

12 10
実施設計の確定による事業費の減
額

○

高質空間形成
施設

27 102
駅利用者の利便性向上のため箇所
数を変更したことによる事業費の増
額

○

高次都市施設 311 114
実施設計の確定による規模の縮小
と事業費の減額

○

既存建造物活
用事業

都市再生交通
拠点整備事業

土地区画整理
事業（都市再
生）

住宅市街地
総合整備事業

基幹事業

事業
当初計画 最終変更計画 当初計画からの

変更の概要 ※1
（事業の削除・追加を含む）

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

事後評価時の完成状況

事業箇所名 事業内容 事業内容

市道1537号線
W=12m　L=80m
(A=2,500㎡）

W=12.5m　L=80m
(A=4,999㎡）

影響なし

市道1595号線（駅舎建替補償費含
む）

W=6m L=50m W=6m L=40m

L=840m L=875m 影響なし

防災備蓄倉庫 - 53㎡
目標を定量化する指標「世帯数増加率」に影響があるが、目標値は
据え置いた

案内サイン
総合案内サイン1基
誘導サイン8基

総合案内サイン1基
誘導サイン8基

影響なし

公衆トイレ 55㎡ 2箇所、99㎡
目標を定量化する指標「世帯数増加率」及び「駅北側の駅利用率の
増加」に影響があるが、目標値は据え置いた

観光案内所 262㎡ 88㎡
目標を定量化する指標「駅北側の駅利用率の増加」に影響がある
が、目標値は据え置いた

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

影響なし

北口駐車場 平面 1,300㎡、50台 - 影響なし

北口自転車置き場 平面 750㎡、200台 - 影響なし



添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

地区再開発事
業

バリアフリー環
境整備事業

優良建築物等
整備事業

住宅市街地
総合整備
事業

街なみ環境整
備事業

住宅地区改良
事業等

都心共同住宅
供給事業

公営住宅等整
備

都市再生住宅
等整備

防災街区整備
事業

基幹事業

事業
当初計画 最終変更計画 当初計画からの

変更の概要 ※1
（事業の削除・追加を含む）

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

事後評価時の完成状況

事業箇所名 事業内容 事業内容

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと



事業費 事業費 完成 完成見込み

1,566 72 対象事業費を設計費のみに見直し ○

- 19
犯罪の予防を目的として事業を追
加

○

- 12
既存の観光資源を活用したふれあ
い空間を創出するため事業を追加

○

5 3 内容の確定による事業費の減額 ○

5 -
市単独費で対応することとしたため
事業を削除

－

5 -
地域創造支援事業として実施する
観光施設整備に事業を変更したた
め削除

－

当初計画
最終変更

計画
当初計画

提案事業

事業
当初計画 最終変更計画 当初計画からの

変更の概要 ※1
（事業の削除・追加を含む）

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

事後評価時の完成状況

細項目 事業内容 事業内容

地域創造
支援事業

石和温泉駅舎橋上化 A=465㎡ A=375㎡ 影響なし

防犯カメラ設置 - 6基
目標を定量化する指標「世帯数増加率」及び「駅北側の駅利用率の
増加」に影響があるが、目標値は据え置いた

観光施設整備 - L=1,500m
目標を定量化する指標「駅北側の駅利用率の増加」に影響がある
が、目標値は据え置いた

事業活用調査

事業効果分析調査 - - 影響なし

[仮称]サイン計画調査検討 - - 影響なし

[仮称]観光情報施設活用調査検討 - -
目標を定量化する指標「駅北側の駅利用率の増加」に影響がある
が、目標値は据え置いた

まちづくり
活動推進事業

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

（参考）関連事業

事業 事業箇所名
事業費 事業期間

進捗状況及び所見 備考
細項目 最終変更計画



添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

（ア） （イ） （ウ）

単位
基準
年度

基準
年度

目標
年度

あり なし

確定 ○

見込み

確定 ○
見込み

確定
見込み

確定
見込み

確定
見込み

指　標

指標１

指標２

指標３

指標４

指標５

データの計測手法と
評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

（参考）※１

計画以前の値 従前値 目標値
1年以内の

達成見込みの
有無目標達成度※２数値（エ）

モニタリング

○
△事後評価 事後評価

事後評価

モニタリング

事後評価8.6

事後評価

モニタリング

事後評価

モニタリング

○

モニタリング

モニタリング モニタリング

モニタリング

×

事後評価

モニタリング

その他特記事項
（指標計測上の問題点、課題等）

従前値は北口の整備前に、徒歩圏（2km）の利用を想定して推計した数値である。しかし、実際には徒
歩での利用者だけでなく、自転車や車での送迎により石和温泉駅を利用している利用者が多い。市民
の約９割は駅南側に居住していることや観光施設の立地状況等を考慮すると、今回の計測値は、市
全域を反映した数値と考えられる。路線バスの北口への乗り入れ、駅北側事業者やスクールバスの北
口利用の要請、自家用車での送迎の北口利用のＰＲなどに取り組むとともに、今後の駅北口活性化の
進展により利用率上昇が期待できる。

世帯数増加率

目標達成度○△×の理由
（達成見込み「あり」とした場合、その理由も含む）

計測の結果、世帯数は増加傾向にあるが、目標値である11%には届いておらず、目標を達成していない。

指　標

計測の結果、目標値である16%を大きく下回っており、目標を達成していない。

指標１ ％

平成22年4月1日現在及び平成
26年4月1日現在の石和温泉駅
周辺地区内の世帯数から世帯
数の増加率を計測し、評価値と
する。

モニタリング

0 H21 11 H26
2.8

指標３

指標２
駅北側の駅利用率の増
加

％

平成28年9月1日に駅北側及び
南側の利用人者数を実測し、そ
の結果から駅北側の駅利用率
を計測し、評価値とする。

H20 16 H26

事後評価

指標５

指標４

事後評価

14.7
事後評価

※１ 計画以前の値 とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。 
※２ 目標達成度の記入方法 
 ○ ：評価値が目標値を上回った場合 
 △ ：評価値が目標値には達していないものの、近年の傾向よりは改善していると認められる場合 



添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）による効果発現の計測

（ア） （イ）

単位
基準
年度

基準
年度

モニタリング

確定 ○
見込み

モニタリング

確定 〇
見込み

モニタリング

確定 ○
見込み

※１　計画以前の値　とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。

添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

駅北側の地域資源の活用が進
み、地域の賑わいやふれあい
が創出されたことを示す指標と
して取り上げる。

地区の利便性が向上し、快適
で暮らしやすい都市空間の形
成が進んいることを示す指標と
して取り上げる。

事後評価

駅および周辺の利便性が向上
し、利用者が増加したことを示
す指標として取り上げる。

本指標を取り上げる理由
その他特記事項

（指標計測上の問題点、課題
等）

2,785

数値（ウ）

742
360 H21

1,133

データの計測手法と
評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

平成28年9月にJR東日本発表
の数値より計測し、評価値とす
る。

子育て支援センターきっ
ずいさわの利用人数

平成28年9月に市資料より計測
し、評価値とする。

人／
年

平成28年10月に市資料より計
測し、評価値とする。

2,590

大蔵経寺山の登山者数

H25
事後評価

指　標

（参考）※１

計画以前の値 従前値

H21

駅のバリアフリー化により、他の駅を利用していた身障者の方が石和温泉駅を利用するようになった。

その他の
数値指標１

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

3,515

事後評価

人／日

人／年

石和温泉駅の乗車人員



（２） 実施過程の評価

・本様式は、都市再生整備計画への記載の有無に関わらず、実施した事実がある場合には必ず記載すること。

添付様式３－①　モニタリングの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した ○

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した ○

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した ○

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

供用開始後の地元意見を聞き取り、フォロー
アップし、今後の改善や次事業への反映を
図る。

なし

ユニバーサルデザインおよび障害者視点
による施設意見交換会の実施
（ユニバーサルデザイン研究会、市内障害
者団体【知的障害者家族会、市視覚障害
者協会】）

今後も、利用者の意見交換会等を開催し、
より利用しやすい施設に改善を行う。

周辺地域「地域審議会」への付議
（笛吹市石和町、春日居町地区）

・実施時期：平成23年5月、平成23年6月、平成24年8月、平成25年9月
（駅舎・広場工事　実施設計時、着工前、施工中）
・実施結果：工事説明を行い、地元との調整を図った。また、地元意見を工事
　に反映させた。

近隣住民に対する住民説明会の実施
（笛吹市石和町松本区）

・実施時期：平成22年1月、平成24年7月、平成25年12月、平成28年2月
（駅舎・広場工事　基本設計時、着工前、施工中、完成後）
・実施結果：工事説明を行い、地元との調整を図り、地元意見を工事に反映さ
　せた。また、利用説明を行った。

供用開始後の地元意見を聞き取り、フォロー
アップし、今後の改善や次事業への反映を
図る。

実施状況 実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果実施状況

・実施時期：平成23年8月、平成24年1月、平成24年3月、平成28年8月、9月
　（駅舎・広場工事　実施設計時、着工前、完成後）
・実施結果：点字ブロック、多目的トイレ施設の機能等に意見を反映させ、誰も
　が利用しやすい施設の整備を行った。



添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

ⅰ．体制構築に向けた取組内容 ⅱ．まちづくり組織名：組織の概要

予定どおり実施した ○

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した ○

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した ○

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

笛吹市の玄関口として、笛吹市の花「バラ」
の普及活動を継続していくとともに、維持し
ていくため協働して活動を継続する。

地元高校生による植栽・清掃活動の実施

大蔵経寺山を利用したトレイルラン大会の
実施

石和温泉駅北口に位置する山梨百名
山「大蔵経寺山」「兜山」を利用して、ト
レイルランイベントを実施。
事業主体は、市内観光事業に精通す
る(一社)笛吹市観光物産連盟とトレイ
ルラン事業を各所で行っているNPO法
人　スポーツエイド・ジャパンで構成さ
れている。

(一社)笛吹市観光物産連盟
NPO法人　スポーツエイド・ジャパン

石和温泉駅北口の観光資源として「大蔵経
寺山」の活用をより検討していくとともに、北
口の活性化を図っていく。

笛吹ローズクラブによる駅南口広場のバラ
植栽維持活動

笛吹市内に校舎を持つ笛吹高校が駅
南口冬花の植栽活動を行い、桃花台
学園が自由通路清掃活動を行ってい
る。
両者とも社会活動学習の一環として行
い、駅利用者との調整を行いながら連
携して活動を継続している。

山梨県立　笛吹高等学校
山梨県立高等支援学校　桃花台学園

地域の青少年が市の玄関口である石和温
泉駅で美化・清掃活動を行っていくことでよ
り地域に活力を創出していく。
また、これをきっかけとして市民と協働でより
暮らしやすいきれいな駅周辺の整備を図っ
ていく。

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

構築状況 今後の対応方針等

笛吹ローズクラブ

区画整理事業において、石和温泉駅
南口に市の花である「バラ」の植栽帯
を整備した。
市内のバラ生産者の方を構成員に入
れ、バラの世話のノウハウを学びなが
ら活動をしている。
南北自由通路から望む一面のバラ植
栽帯を官民協働で維持活動を行って
いる。

実施頻度・実施時期・実施結果



（３） 効果発現要因の整理

添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

種別
指標改善

への
貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

◎ ◎ 〇
◎ ◎ 〇
－ － －
－ － －
◎ ◎ 〇
◎ － 〇
◎ － 〇

◎ ◎ 〇
○ ○ ○
◎ － ◎
－ － －

（道路）市道1595号線（駅舎建替補償費含む）

公共交通機関の利便性の向
上や地域の魅力の向上に継続
して取り組み、一層の利用者
数の増加をめざす。

石和温泉駅の乗車人
員は、事業の実施によ
り平成21年に比べ平
成26年は約8%増加し
ており、指標２で目標と
していた1.3%の増加を
大きく上回っている。駅
の利便性の向上や、
市内の観光資源の魅
力の向上などにより、
乗車人員が増加してい
る。

関連事業

基幹事業

提案事業

（下水道）

名称等 検討メンバー

指標の種別

指　標　名

事業名・箇所名

実施時期

総合所見

その他の数値指標２

関係各課リーダー級職員（経営企画課移住定住担当・
企画調整担当、観光商工課観光企画担当・観光振興
担当、土木課建設担当、市民活動支援課市民生活担
当、防災危機管理課消防防災担当）

石和温泉駅周辺地区都市再生整備計画事後評価庁内検討会議

担当部署

石和温泉駅の乗車人員

総合所見

まちづくり整備課
第１回：平成28年10月4日
第２回：平成28年10月21日

子育て支援センターきっずいさ
わの利用人数

その他の数値指標１

総合所見

（地域創造支援事業）防犯カメラ設置

（高次都市施設）観光案内所

（地域創造支援事業）観光施設

駅周辺の公共施設の利便性
の向上を図り、コンパクトなま
ちづくりにつなげていく。

地域の潜在化している地域資
源の掘り起こしや活用に取り
組み、地域の賑わいやふれあ
いを創出していく。

その他の数値指標３

大蔵経寺山の登山者数

総合所見

本事業により大蔵経寺
山の登山道・トレッキン
グコースが整備され、
またトレッキングコース
を活用したトレイルラン
ニングも開催されるよ
うになった。そのため、
年間の登山者数が２
倍以上に増加してい
る。これまで潜在化し
ていた地域資源がより
有効に活用されるよう
になり、地域の賑わい
とふれあいの創出につ
ながっている。

駅北口の整備や本事
業と並行して実施した
建物の整備により、施
設の魅力が向上し、利
用者が約３倍に増加し
ている。本市の中心市
街地である石和温泉
駅周辺において快適で
暮らしやすい都市空間
の形成が進んでおり、
コンパクトなまちづくり
につながっている。

（道路）市道1537号線

（事業活用調査）事業効果分析調査

（地域創造支援事業）石和温泉駅舎橋上化

今後の活用

※指標改善への貢献度
　◎ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に直接的に貢献した。
  ○ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に間接的に貢献した。
  △ ：事業が効果を発揮することを期待したが、指標の改善に
　　　　貢献しなかった。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが明確
        なので、評価できない。

（地域生活基盤施設）防災備蓄倉庫
（地域生活基盤施設）案内サイン
（高質空間形成施設）公衆トイレ



添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

種別
目標

未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

△ △
△ △
△ －
△ －
－ △
－ －
－ △

△ △
△ －
－ △
－ －

駅北口の開設
や 道 路 ・ 下水
道などの基盤
施設の整備に
より、地区の利
便性は向上し
ており、世帯数
は増加傾向に
あ る が 、 現 状
では、宅地化
が急速に進む
状 況 で は な
い。地区の世
帯数は見込み
通りには伸び
ておらず、目標
は達成されて
いない。

Ⅱ

現状では、路
線 バ ス 、 ホ テ
ルの送迎バス
等はすべて南
口 を 利用 して
い る た め 、 駅
の乗降客も南
側に偏ってい
る。 駅の 利用
者数は、近年
増 加 し て い る
が 、 想 定 通 り
の北口の駅利
用 率 と な っ て
いない。

Ⅱ

駅北側の駅利用率の増加

総合所見

指標２

総合所見

地区の世帯数の増加という視
点だけでなく、土地利用の誘導
や景観の向上に取り組み、魅
力的な市街地の形成を図り、
地区の活性化につなげていく。

路線バスの北口への乗り入れ
や駅北側に立地する事業者や
スクールバスの北口利用の要
請、自家用車での送迎の北口
利用のＰＲなどにより、北口の
利用率を向上させる。

総合所見総合所見

※目標未達成への影響度
××：事業が効果を発揮せず、
　　　　指標の目標未達成の直接的な原因となった。
   ×：事業が効果を発揮せず、
      　指標の目標未達成の間接的な原因となった。
   △：数値目標が達成できなかった中でも、
       ある程度の効果をあげたと思われる。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが
        明確なので、評価できない。

※要因の分類
　分類Ⅰ：内的な要因で、予見が可能な要因。
　分類Ⅱ：外的な要因で、予見が可能な要因。
　分類Ⅲ：外的な要因で、予見が不可能な要因。
　分類Ⅳ：内的な要因で、予見が不可能な要因。

（道路）市道1595号線（駅舎建替補償費含む）

提案事業

事業名・箇所名

改善の方針
（記入は必須）

（事業活用調査）事業効果分析調査

（道路）市道1537号線

（下水道）

関連事業

基幹事業

（地域創造支援事業）観光施設

（地域生活基盤施設）防災備蓄倉庫

指標１

世帯数増加率指　標　名

（地域創造支援事業）防犯カメラ設置
（地域創造支援事業）石和温泉駅舎橋上化

（地域生活基盤施設）案内サイン
（高質空間形成施設）公衆トイレ
（高次都市施設）観光案内所

指標の種別



（４） 今後のまちづくり方策の作成

添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

添付様式５－②　まちの課題の変化

残された未解決の課題

・潜在化している地域資源がまだ多数あるため、資源の掘り起こし
　に取り組み、まちづくりに活用していく必要がある。

・市内の各地域と駅とを結ぶ公共交通（バス等）が脆弱で、駅と各
　地域を結ぶ交通機能が十分でない。

事業によって発生した
新たな課題

・南口に利用者が偏っており、北口の利用率が低い。

石和温泉駅周辺地区都市再生整備計画事後評価庁内検討
会議

・観光案内所や案内サインの整備により、来訪者の利便性が向
　上した。
・大蔵経寺山登山道・トレッキングコースの整備により、地域資源
　を活用した賑わいとふれあいの創出が図られた。

事業前の課題
都市再生整備計画に記載

したまちの課題

本市の玄関口にふさわしい駅
前交通機能の強化と身近な
生活基盤の充実

・駅舎の改築によりバリアフリー化が図られた。
・駅北口が開設され、駅北側から駅へのアクセスが向上した。
・駅北口の開設及びアクセス道路の整備により、駅北側の市街化
　のポテンシャルが高まった。
・下水道の整備により身近な生活環境が充実した。

これを受けて、成果の持続にかかる今後のまちづくり方策を添付
様式5-③A欄に記入します。

自然、歴史・文化、観光など
多様な地域資源を活用したま
ちづくりの推進

これを受けて、改善策にかかる今後のまちづくり方策を
添付様式5-③B欄に記入します。

実施時期

第１回：平成28年10月4日
第２回：平成28年10月21日

検討メンバー

関係各課リーダー級職員（経営企画課移住定住担当・
企画調整担当、観光商工課観光企画担当・観光振興
担当、土木課建設担当、市民活動支援課市民生活担
当、防災危機管理課消防防災担当）

達成されたこと（課題の改善状況）

名称等 担当部署

まちづくり整備課



添付様式５－③　今後のまちづくり方策

身近な生活基盤の充実A欄
効果を持続させるため

に行う方策

効果を持続させるための基本的な考え方

・既存の南口駅前広場の機能向上を図り、駅の利便性を向上させる。

・駅周辺の水辺空間を活用したまちづくりを推進し、地域の魅力向上を図る。多用な地域資源を活用したまちづくりの推進

効果の持続を図る事項 想定される事業

・交番設置事業

駅前交通機能の強化

B欄
改　善　策

改善する事項

・未達成の目標を達成するた
めの改善策
・未解決の課題を解消するた
めの改善策
・新たに発生した課題に対す
る改善策

なるべく具体的に記入して下さい。

・駅前への交番の設置により、安心安全なまちづくりを推進する。

改善策の基本的な考え方

フォローアップ又は次期計画等
において実施する改善策

を記入します。

・駅と各地域を結ぶ公共交通機関について、利便性の向上に向けた再編や
　新たなシステムの検討を図り、鉄道利用率の向上を図る。

・公共交通機関の再編検討
・地域の実情に即したバスシステムの検討

・潜在化している資源周辺の整備、サイン整備、周遊ルートの整備、ＰＲなど
　により、地域資源のまちづくりへの活用を図る。

潜在化している地域資源のまちづくりへの活用

・南口駅前広場改修の検討

想定される事業

・地域資源の周辺整備事業
・サイン整備事業
・周遊ルートの検討とＰＲ事業

駅北口の利用率の向上
・路線バス、駅北側のホテルの送迎バス、スクールバスの北口への乗り入れ
　を要請し、北口の利用率の向上を図る。
・自家用車での送迎に北口を利用してもらうようＰＲをする。

・バス事業者や駅北側の事業者、スクールバスを運行する
　学校法人とのとの北口利用に向けての協議
・自家用車での送迎の北口利用のＰＲ

・ミズベリング事業

公共交通機関の充実による鉄道利用率の向上



■様式５－③の記入にあたっては、下記の事項を再確認して、これらの検討結果を踏まえて記載して下さい。（チェック欄）
● 交付金を活用するきっかけとなったまちづくりの課題（都市再生整備計画）を再確認した。
● 事業の実施過程の評価（添付様式３）を再確認した。
● 数値目標を達成した指標にかかる効果の持続・活用（添付様式４－②）を再確認した。
● 数値目標を達成できなかった指標にかかる改善の方針（添付様式４－③）を再確認した。
● 残された課題や新たな課題（添付様式５－②）を再確認した。

添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見

添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

単位 年度 予定時期 計測方法 その他特記事項

確定 ○ あり

見込み なし ○

確定 ○ あり

見込み なし ○

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 ○

見込み

確定 〇

見込み

確定 〇

見込み

H21

742 －

その他の
数値指標１

指標３

△

×

年度

子育て支援セン
ターきっずいさ
わの利用人数

その他の
数値指標２

地区の世帯数を実測し、状況を確認す
る。

人/年

14.7

2,590 H21 －2,785

その他の
数値指標３

360 Ｈ21

1,133

人/年

3,515 －H25

H26H20 H30.4

指標５

駅北側及び南側の利用人数を実測し、
状況を確認する。

・フォローアップの要否に関わらず、添付様式２－①、２－②に記載した全ての指標について記入して下さい。
・従前値、目標値、評価値、達成度、１年以内の達成見込みは添付様式２－①、２－②から転記して下さい。

従前値

2.8

8.6

大蔵経寺山の
登山者数

石和温泉駅の
乗車人員

人/日

0

駅北側の駅利
用率の増加

16

11

指標４

指標２ ％

指　標

指標１ 世帯数増加率 ％

目標値

H30.4H26

1年以内の
達成見込みの

有無
評価値

目標
達成度

フォローアップ計画

・評価値が「見込み」の全ての指標、目標達成度が△又は×の指標、１年以
内の達成見込み「あり」の指標について、確定値を求めるためのフォローアッ
プ計画を記入して下さい。



添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方
・下表の点について、特筆すべき事項を記入します。

要因分析 次期計画や他地区への活かし方

うまくいった点

うまく
いかなかった点

駅北側の駅利用率について、従前値は想定値であったことから、整備後の実測値との間に差が
生じてしまった。

うまくいった点 市民にわかりやすい数値目標を設定し、事業効果を明確に示すことができた。

うまく
いかなかった点

世帯数の増加率については、事業期間内の短期間では効果が出にくい数値目標であったため、
事業効果が数値に現れなかった。

うまくいった点
整備にあたっては、障がい者へのヒアリングを実施し、利用者の声を反映した施設とすることがで
きた。

うまく
いかなかった点

うまくいった点
計画期間の中で、必要に応じて内容の見直しを行いながら、適切に事業を実施することができ
た。

うまく
いかなかった点

モニタリングを実施していれば、数値目標の達成状況を中間段階で確認し、目標値の見直しや必
要な改善を実施することができた。

うまくいった点

うまく
いかなかった点

添付様式６－参考記述　今後、都市再生整備計画事業の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）
・都市再生整備計画事業の活用予定
　なし
・事後評価を予定している地区
　上寺尾・中寺尾地区
　－上記地区の事後評価にあたっては、当地区の事後評価の結果を踏まえ、円滑に作業を実施する。

その他

ＰＤＣＡによる事業
・評価の進め方

数値目標と
目標・事業との

整合性等

必要な改善点は速やかに改善し、効果的な事
業を実施していく必要がある。

数値目標に関しては、今後も向上を目指し、地
域にふさわしい交通拠点の形成と地域資源を活
かした魅力あるなまちづくりに取り組んでいく必
要がある。

数値目標の設定にあたっては、目標と数値目標
の整合性を十分検討し、幅広い観点から事業の
効果を評価できるものとする必要がある。

住民参加や情報公開を積極的に行い、事業実
施後の協働のまちづくりへと展開していく必要が
ある。

項目

数値目標
・成果の達成

住民参加
・情報公開



（５） 事後評価原案の公表

添付様式7　事後評価原案の公表

公表方法 具体的方法 公表期間・公表日 意見受付期間 意見の受付方法 担当部署

インターネット
市ホームページに事後評価原
案を掲載

平成28年11月7日～
平成28年11月21日

平成28年11月7日～
平成28年11月21日

広報掲載・回覧・個別配布
市ホームページおよびまちづ
くり整備課窓口で原案を公表
している旨を広報に掲載

平成28年11月1日発行
広報11月号

平成28年11月7日～
平成28年11月21日

説明会・ワークショップ － － －

その他 窓口閲覧

住民の意見 特になし。

まちづくり整備課
担当課への郵便、
ファックス、Eメール等



（６） 評価委員会の審議

添付様式８　評価委員会の審議

実施時期 担当部署 委員会の設置根拠 委員会の母体組織

学識経験の
ある委員

その他
の委員

方法書

成果の評価

実施過程の評価

効果発現要因の整理

事後評価原案の公表の妥当
性

その他

事後評価の手続きは妥当に進
められたか、委員会の確認

今後のまちづくり方策の作成

フォローアップ

その他

今後のまちづくり方策は妥当
か、委員会の確認

審議事項※１ 委員会の意見

笛吹市都市計画審議会
条例（既存機関である笛
吹市都市計画審議会が
都市再生整備計画評価
委員会の要件を満たして
いるため、評価委員会の
役割を兼ねる）

笛吹市都市計画審議会

大山　勲（現山梨大学）

池田聖仁、赤岡勝廣、若杉成剛、佐野正秀、保坂利定、河
阪昌則、山下安廣、佐藤昭夫、土屋重文

平成29年3月13日 まちづくり整備課

・今後のまちづくりについて、方策を進めていく中でワークショップ等を開催するなど、住民や有識者の意見を多く取り入れよりよいまちづく
りにつなげていけるよう検討する。

・事業の評価を行う視点として、目標値による定量的な評価に加え、質的な面からも評価し、今後の事業に反映させていく必要がある。例え
ば北口の乗降客数の増加だけでなく、北口設置による駅北側地域の潜在的な歴史資源を活かす新たなまちづくりの誘導による地域活性
化（新たな来訪者の開拓や地域住民の活動の活性化）や、駅前立地を活かした魅力的な市街地形成を図っていくため、建物用途や景観面
などについて適切な規制・誘導を行いながら開発を進めていくこと（定住やにぎわいの増加）等も目標としたい。

―

適切である。

妥当である。

・地域固有の観光・歴史文化資源を交流人口の増加につなげられるよう、おもてなしの体制づくりや情報発信に取り組んでいく必要がある。
・潜在化している地域資源を掘り起こし地域の賑わいを創出していくために、住民のまちづくり活動を促進し、協働で取り組んでいくことが重要であ
る。

委員構成

その他 ―

今後のまち
づくりについ
て審議

事後評価手
続き等にか
かる審議

―

適切である。

適切である。

妥当である。

適切である。



都市再生整備計画（第
だ い

３回
か い

変更
へ ん こ う

）

石和
い さ わ

温泉
お ん せ ん

駅周辺
え き し ゅ う へ ん

地区

山梨
や ま な し

県
け ん

　笛吹
ふ え ふ き

市
し

平成２６年３月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 74 ha

平成 22 年度　～ 平成 26 年度 平成 22 年度　～ 平成 年度

目標
大目標 ：笛吹市の顔としてふさわしい交通拠点の形成と地域資源を活かした魅力あるまちづくり

目標１：交通結節拠点としての機能を高め快適で暮らしやすい都市空間の形成

目標２：地域固有の観光・歴史文化資源の活用による賑わいとふれあいの創出

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 平成21年度 平成26年度

駅北側の駅利用率の増加 ％ 平成20年度 平成26年度

世帯数増加率
石和温泉駅北側周辺における５年前からの世帯数増加率

従前値：H17→H21
目標値：H22→H26

下水道整備に加え、北口駅前広場整備等による交通結節機能の
強化により、居住環境及び交通利便が向上し、地区の世帯数の増
加を目指す。

0 11

石和温泉駅の乗車人数に対する駅北側の利用率
案内サインの整備や北口駅前広場整備等による交通拠点機能の
強化により、利便性が向上し、駅北側の利用者の増加を目指す。

14.7 16

・笛吹市は、山梨県のほぼ中央部に位置し、東京都心から西へ約100km圏、隣接する県都甲府市から東へわずか10km圏の立地条件を有する都市である。市の北部には東西方向にＪＲ中央線が通り、沿線にある石和温泉、春日居温泉は一大温泉郷と
して山梨県の観光宿泊拠点の一つとして位置づけられている。
・本市の歴史は古く、甲斐の国千年の都として縄文時代から人々が生活し、古代では甲斐国の政治・文化の中心地、戦国時代は武田家ゆかりの地、江戸時代は石和の宿場町、若彦路、鎌倉路、秩父路の往来の要衝として栄えてきた。近年では、果樹
栽培に適した気候を利用し、桃・ブドウの栽培が盛んであり、収穫量、出荷量が日本一となっている。
・本市は、周辺を山や丘陵に囲まれており、本市北部には石和・春日居温泉街を核として中心市街地が形成され、市街地エリアを構成している。また、郊外部に形成された市街地、それをとりまいている樹園地と集落地域により、コンパクトで緑豊かな樹
園居住エリアを構成している。これら中心市街地や地域の生活拠点の特性を活かした良好な市街地を形成するため、都市機能の整備・充実が図られている。
・市街地エリアを構成する石和温泉駅周辺地区は、石和・春日居温泉街の観光の中心となっており、駅南側においては土地区画整理事業により市街地整備が進められ、本市の玄関口としての魅力づくりや都市基盤の整備が進められている。しかし、駅
北側においては改札口がなく、駅前広場も未整備であり、店舗や住宅等は国道140号沿道に立地している程度で市街化はそれほど進んでいないものの、駅北側直近部であることから市街地としてのポテンシャルが高く、計画的な整備が必要とされてい
る。
・市街地エリア北側の大蔵経寺山周辺は観光レクリエーションゾーン、大蔵経寺周辺は歴史景観ゾーンとして位置づけられており、これらの自然環境や歴史文化資源を維持・保全しつつ、観光の振興、地域の活性化など、まちづくりに効果的に活用して
いくことが求められている。
・本地区においては、平成17年度に「まちづくり事業調査」を行ったほか、平成18年度に「笛吹市都市再生交通拠点整備計画」を策定し、石和温泉駅及び駅周辺の具体的な施設整備の実現化の検討に取り組んできた。「笛吹市都市再生交通拠点整備計
画」の策定にあたっては、市、公共交通事業者、住民代表者などから構成する検討委員会を立ち上げ策定している。
・平成16年10月12日に石和町、春日居町、一宮町、御坂町、八代町、境川村の5町1村が合併して笛吹市が発足した。平成18年8月1日には芦川村を編入し、新笛吹市となった。

課題1：本市の玄関口にふさわしい駅前交通機能の強化と身近な生活基盤の充実
　・石和温泉駅の駅舎がバリアフリーに対応していない。
　・改札が南口にしかなく、駅北側から駅へのアクセスが不便である。
　・駅北口の交通結節機能がなく、市街化が進んでいない。
　・駅北側周辺では下水道が整備されておらず、暮らしやすさの向上が求められている。
課題２：自然、歴史・文化、観光など多様な地域資源を活用したまちづくりの推進
　・市街地周辺に残る豊かな自然環境や歴史文化資源の維持・保全を図るとともに、効果的に活用する必要がある。
　・今後とも活気ある都市として発展していくため、一層の魅力を引き出し、地域全体の活力の向上を図る必要がある。

○『第一次笛吹市総合計画』では、「みんなで奏でる“にぎわい・やすらぎ・きらめき”のハーモニー」を笛吹市の将来像とし、市民と共に取り組む協働のまちづくりと、本市の豊かな自然や歴史文化、また温泉や果実など、あらゆる地域資源を活用してのま
ちづくりにより、調和のとれたまちを目指している。
　・駅周辺については、本市の観光・交流の玄関口としての機能強化を図るとともに、石和・春日居温泉郷一体についても、観光・交流の中核として機能を高めていく。（第一次笛吹市総合計画・基本構想）
　・石和温泉駅および駅周辺は、温泉と果実郷の玄関口として、機能的で美しい街の形成に向け整備を進める。（第一次笛吹市総合計画・基本計画）
○『笛吹市都市計画マスタープラン』では、「本市の顔、観光の中心にふさわしい“にぎわい”と“おもてなし”のあるまち」を地区の将来像としている。また、本地区は市街地エリアとして位置づけられており、観光の中心としての魅力を高めるとともに、本市
の中心市街地として都市機能の強化と魅力の向上を図るとしている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 山梨県 笛吹市 石和温泉駅周辺

計画期間 交付期間 26



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

○交付期間中の計画の管理について
　交付期間中に各種の事業を円滑に進め、目標に向けて確実な効果をあげるために、まちづくり組織を立ち上げ、市と連携を図りながら、事業の進め方や事業結果に関する情報を市民に公開していく。

○事業終了後の継続的なまちづくり活動について
　各種イベントの開催、まちづくりに関する啓発事業等の活動を継続的に行っていくために、新たにまちづくり団体の組織化を図り、地区全体でのまちづくり活動を展開する。

方針に合致する主要な事業
・整備方針①本市の玄関口となる交通拠点機能及び南北連絡機能の強化と駅周辺の生活基盤の整備
　●駅北口に駅前広場を整備し、快適で利便性の高い駅周辺の都市空間の拡充を図る。
　●駅舎の改築と南北自由通路（市道1595号線）の整備により、駅機能の強化と魅力づくりを図る。
　●北口駅前広場及びアクセス道路（市道1537号線）の整備により、駅利用者の利便性の向上を図る。
　●駅北側周辺の下水道・電線共同溝・防犯カメラ・防災備蓄倉庫等の整備により、生活環境の充実を図る。

・《基幹》 道路（市道1537号線）
・《基幹》 道路（市道1595号線（駅舎建替補償費含む））
・《基幹》 下水道（公共下水道）
・《基幹》 地域生活基盤施設（防災備蓄倉庫）
・《基幹》 高質空間形成施設（公衆トイレ）
・《提案》 石和温泉駅舎橋上化（設計のみ）
・《提案》 防犯カメラ設置

・整備方針②本市特有の観光資源と歴史文化資源を保全、活用したふれあい空間の創出
　●大蔵経寺山等の自然環境や寺社等の歴史文化資源などを巡る回遊ルートに案内板を設置し、市民・来訪者の回遊性・利便性の向上を図る。
　●駅舎の改築と併せ、駅北側にある大蔵経寺山に観光施設を整備し、玄関口にふさわしい機能の強化と来訪者の利便性の向上を図る。

・《基幹》 地域生活基盤施設（案内サイン）
・《基幹》 高次都市施設（観光案内所）
・《提案》 観光施設（大蔵経寺山登山道・トレッキングコース）
・《提案》 事業活用調査



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 笛吹市 直
W=12.5m
L=80m
(A=4,999㎡)

H22 H26 H22 H26 563 563 563 563

笛吹市 直 W=6m,L=40m H22 H26 H22 H26 2,245 2,245 2,081 2,081

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 笛吹市 直 L=875m H22 H26 H22 H26 91 91 91 91

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 笛吹市 直 － H25 H26 H25 H26 60 60 60 60

高質空間形成施設 笛吹市 直 － H22 H26 H22 H26 102 102 102 102

高次都市施設 笛吹市 直 － H22 H26 H22 H26 114 114 114 114

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 3,175 3,175 3,011 3,011 …A
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

笛吹市 直 H22 H23 H22 H23 72 72 72 72

笛吹市 直 H25 H26 H25 H26 19 19 19 19

笛吹市 直 H25 H26 H25 H26 12 12 12 12

笛吹市 直 － H26 H26 H26 H26 3 3 3 3

－

－

－

－

合計 106 106 106 106 …B
合計(A+B) 3,117

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

－

－

事業活用調
査

事業効果分析調査 －

－

－

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

石和温泉駅舎橋上化 石和温泉駅

防犯カメラ設置 市道1537号線・市道1595号線

観光施設

164

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

－ 0

－ 0

－ 0

－ 0

－

市道1595線（駅舎建替補償費含む） 164

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

市道1537号線 0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 3,117 交付限度額 1246.9 国費率 0.4


